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祖父エドワード・ギボンと戦費送金
芝 井 敬
?
1 はじめに
18世紀の著名な歴史家エドワード・ギボンには，同じエドワードの名前を持つ父と祖父がい
た。これまで祖父エドワードはまずは悪名高い南海泡沫事件をひき起こした南海会社の役員
として知られており，またパトニの邸宅に国教会高教会脈の神秘主義者ウィリアム・ローを迎
え，息子のエドワ ドーの家庭教師として住まわせたことで知られている。しかし，祖父ニドワ
ードの事績に関しては，それ以上のことはほとんど知られておらず，祖父エドワードの生涯と
活動について，なにごとか論じられることもなかったのである。
ギボンの死後に刊行された『自伝』は，祖父エドワードについて論じる際に最初に問うべき
資料であるが， 『自伝』に書かれたギボン家の系譜や個別の事実に関しては，すでに歴史家ギ
1) 
ボンの伝記的研究者の詳細な研究によって，かなりの誤りと不正確な部分を数多く含んでいる
ことが判朋している。私は，すでに歴史家ギボンの曽祖父マシューについて， 『自伝』やその
後の伝記的研究を検討し，新しく見いだしたいくつかの事実から，曽祖父マシューの像の変更
2) 
を企てた。曽祖父マシュ にーついて， 歴史家ギボンは， 「リネ ｀ノ商の地位を越えようとする大
3) 
志を抱かなかった」と評しているが，国事文書の大蔵府関係文書を細かく見ていくと，軍需局
に多額の帆布を納入し，軍需局債券を保有し， ロンドン市議会議員を務め，関税局委員のボス
トを求めて請願をおこなう人物であることが判明した。つまり，歴史家ギボンの曽祖父マジュ
4) 
ーは，軍需局と密接な関わりを持つ御用商人であったのである。
本稿では，祖父ニドワードに焦点を当てて， 『自伝』やその後の伝記的研究からは知ること
のできない祖父ニドワード・ギボンの像を，スペイン継承戦争において彼がおこなった戦費送
金に注目しながら，現在私が知りえた範囲で明らかにしておきたい。
2 祖父ニドワード・ギポンの生涯
さて，祖父ニドワードについては， 1720年の悪名高い南海泡沫事件に連座した会社役員の一
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表1 祖父エドワード・ギポンの年譜
1675- - Co歳） リネソ商マシュー・ギボンと妻ヘスクの次男としてロソドンのレデ｀ノホール・スト
リートに生まれる。
1690- - (15) この頃まで七イソト・ポール校に通う。
1692-5-20 (17) フランドルのイギリス軍砲兵部隊の主計官として従軍し， ロッテルダムに駐屯。
（ヘスタからの手紙， BL.Add. MSS. 44085, f. 32-f. 33v.) 
1692-7-19 (17) 主計官として4000ポソドの手形を発行。この時，曽祖父マシューは病床にあった。
（ヘスクからの手紙， BL.Add. MSS. 44085, f. 34-35v.) 
1695-6- (20) サソ・マロ， グランヴィル攻撃に， 砲撃艦 (bomband machine vessels)の主
計・兵姑将校として参加。
1695-10-7 (20) ギボンのフラソドル行きのパス。 (StatePapers, domestic, p. 77.) 
1697_-4-10 (22) 5000ポンドの立替金の利子として， 1300ポ｀ ノドの支出命令。
1697-5-4 (22) 1万ポンドの landtaxの割符を保有。
169た 6-1 (22) 立替金4000ボ‘ノドの返却を受ける。
1697-6-_21 (22) ギボンのハンプルグ行きのパス。 (SP,domestic, p. 206.) 
1698-5-i (23) 砲兵平和部隊の第2中隊長になる。
1698- - (23) この頃軍務を離れ帰国し，家業につく。
1698- - . (23) 西インドのイギリス軍部隊への衣服供給。
1699-6-30 (24) ニセックス伯オルジャーノン竜蒻兵への送金。
1704-3- (29) 義父R・アクトン死去。
1705-5-9 (30) 義父の連れ子キャサリ｀ノ・アクトソと結婚。
1705-10- (30) 義父R・アクトンの迪言執行人になる。
1706-5-9 (31) 年1万バレルの火薬供給を軍需局に提案。
1706-6-25 (31) 火薬供給提案についてモールバラ公への問い合わせ。 (BL.Add. MSS. 61166, f. 7.)
1707-10- (32) 第2子ニドワード誕生。
1709-9-8 (34) トリノヘの送金。
1710-7—切 (35) 3万ギルダの送金提案。
1710-8-25 (35) ラ｀ ノバー ト，＊アとともに， 35万ポソドのアムステルダムヘの送金。
1710-8-29 . (35) ラソバート，ストラトフォードと錫を担保にした4万ボンドの送金。
1710/11-1-12 (36) フラソドルヘの11万ボ｀ ノドの送金。
1710/11-2-13 (36) アソトウェルベソとアムステルダムヘの 5万ボソド送金。
1710/11-2—切 (36) アソトウェルペンとアムステルダムヘの10万ポ｀ ノド送金。
1711-6-5 (36) 200万ポ｀ノド富紙年金公債への20万ポンドの引き受け。
1711-5—町 (36) , ミルセロナヘの 4万ドルの送金。
1711-7-10 (36) リスポソヘの5万ポソドの送金。
1711/12-1-l (37) ア｀ノトウェルペンとアムステルダムヘの 5万ボソド送金。
1711/12-1-18 (37) アントウェルペソとアムステルダムヘの 5万ポ‘ノド送金。
1711/12-1-18 (37) 7人の関税局委員の1人に任命される。
1712- - (37) ア｀ ノトウェルペ:.,:への送金。
1714-7-13 (39) 送金手数料2000ボソドの支払い。
1714-9-16 (39) 軍への立替金の支払いを求める中尉ギポソの請類。
1714-11-3 (39) パテ｀／卜の否認によって関税局委員を解任される ．｀
゜
1714-11-27 (39) 
1714/15-2-24 (40) 
1715-7-26 (40) 
1716- - (41) 
1717-4-12 (42) 
1718-6-28 (43) 
1718- - (43) 
1719-4-22 (44) 
1720-11-28 (45) 
1721-5-19 (46) 
1723- - (48) 
1723- - (48) 
1724-1-21 (49) 
1737-1-1 (61) 
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錫売却の提案。
錫を担保にした新たな貸し上げ。
錫を担保にした新たな貸し上げ。
南海会社の役員に就任。
錫を担保にした新たな貸し上げ。
この時までにサリ州パトニの地所と居館を賭入。
バキンガムシアのレ‘ノバラの地所と居館を購入。
この時までにハンプシアのベリトソの地所を購入。
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南海会社の収拾策に関するウォルボール宛の手紙。 (BL.Add. MSS. 61604, £. 79.) 
この時までに母ヘスタ死去。
この年の初めに妻キャサリソ死去。
この年の遅くにウィリアム・ローを息子の家庭教師に招く。
リソ号の持分2/32をE・ニリストソより購入。 (Magd.MS. 358, (i)-1.) 
パトニの居館で死去。
人であったことは有名であるが，南海会社の役員を勤めた事実を除けば，彼の商業・金融活動
については，ほとんどわかってはいない。今日においても権威あるギボンの伝記的研究とされ
るD・M・ロウの『ニドワード・ギボン』は，祖父ニドワードの資産のほとんどが， フランド
ルのイギリス軍との利幅の大きい軍需品取引によって形成されたと述べ，彼を「成功した軍の
5) 
御用商人」 (successfularmy contractor)と呼んだ。またクラドックも，いくつかの新事実を
6) 
示しながら， ロウの「御用商人」という見方を，受け継いでいる。この「成功した軍の御用商
人」という捉え方は， どの程度祖父について当てはまるのであろうか。 この点に注目しなが
ら，まずは現時点で確認できる祖父の生涯と活動を， 「表1 祖父エドワード・ギボンの年
譜」にしたがい簡単に振り返っておきたい。また「図 1 ギボン家の系図」を参考として掲げ
ておく。
祖父＝ドワードは， 1)ネン商人マシュー・ギボンと，バーキングのヘスタ・ニイプラホール
との結婚によって， 1675年に彼らの次男として， ロンドンに生まれた。祖父ニドワードは，兄
のトマスに続いてセイント・ボール校に進むが，その後は家業を継ぐことになったようだ。こ
の点では，ケンプリッジのセイント・ジョンズ・コリジをへて，のちにカーライルの首席司祭
についた兄とは進む道を異にしていた。祖父＝ドワードが，若くして仕事についたのほ， どう
も曽祖父マシューが病気になったためのようで， 1690年ごろから，ギボン家の家業は， もっぼ
7) 
らマシューの妻のヘスタの手によって，切り盛りされていたと考えられる。
一方，祖父ニドワードは， 1692年5月までに当時，アウクスプルク同盟戦争に伴って，フ
ランドルに展開していたイギリス軍の砲兵部隊 (Artillerytrain)の主計官 (paymaster) と
して従軍していた。 「陸軍名簿」によれば，その後1698年の 5月時点で， 「大尉」の地位にあ
心図1 ギポン家の系図＊
トマス
-1596) 
l 
フィリップ エリザベス・ マシュー
c -1629) Tフィルポット ( -1629) 
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ジェイムズ
* Low, Edward Gibbon, p. 353. なお作図の都合で一部省略した。
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8) 
る主計官となっていたことがわかる。数年間の従軍のあと，その後ほどなく帰国した祖父エド
ワードは，母ヘスタと，病気でなくなったマシューにかわる再婚相手のリチャード・アクトソ
とともに，家業に従事したと考えられる。
国事文書のなかの大蔵府関係文書の， 1706年10月19日の記事にあらわれるニドワード・ギポ
9) 
ンなる人物の請願からは，祖父エドワ ードとおぽしきこの人物が， 1698年に西イ ンド諸島のイ
ギリス軍守備隊にたいして，衣服を供給していることがわかる。また1706年の 5月9日と 7月
11日の記事や，大英図書館に残されたモールバラ宛の手紙からは，祖父エドワードが， 軍需局
10) 
にたいして年1万バレルの火薬を安定供給する提案を行なっていたことがわかる。また， 1708
年には，旧東インド会社の管財人の一人に任命されていることが，後の貴族院の裁判記録から
11) 
知られる。
さて祖父は1710年ごろから，あとで述べるように数人の商人とともに，スペイン継承戦争に
伴って累増する戦地への戦費送金の業務に携わるようになった。また翌1711年に祖父は，年給
12) 
1000ボン ドの関税局委員 (Commissionerof the Customs)に任命された。 1711年には， 200
万ポンド富紙付年金公債の発行にさいして， 30代半ばのこの男が，全体の一割にあたる20万ボ
13) 
ンドを，引き受けることになったu
1716年の南海会社の役員就任ほ， こうした祖父エドワードの一連の活動と，それに伴う地位
の上昇の一つの到達点であると考えるべきであろう。この時点での祖父エドワードの資産は，
あくまで公式の数字として，約6万ポンドに達し， 1720年には， 10万ボンド以上に膨れあがっ
14) 
た。バプル崩壊の結果，祖父エドワードの資産は，手元に残された1万ポンドを除き，バプル
の被害者救済のために没収されたが，その後も祖父ニドワードは， くじけることなく精力的に
蓄財に励み，パトニ， レンバラ，ベリトンの家屋敷に加えて，船舶持ち分や株式などの資産を
15) 
残して，歴史家ニドワード・ギボンの生まれる 4カ月ほど前， 1737年になくなった。この資産
こそ，やがて父エドワードと歴史家ニドワードの 2代のエドワードを庶民院議員に送り出し，
歴史家エドワード・ギポンの研究および著作活動を， 下支えする経済的基盤になったのであ
る。
3 祖父エドワードの戦費送金
さて，スペイン継承戦争が勃発し， 1702年から再び長期の対フランス戦争が開始されると，
大陸に展開するイギリス軍の戦費が年々嵩むとともに， 本国から現地の部隊にむけて，送金
をおこなう必要性もまた高まっていった。大蔵府関係文書のなかには送金に関する記事が頻
出し，送金先ほ， フランドルあるいはオランダを中心に， ボルトガル， スペイン， ジプラル
:4 
クル， トリノの各地におよんでいる。当初からこの送金業務を担っていたのは， サー・ヘン
リ・ファーネ7-(Sir Henry Furnese), ジョン ・メンデス・ダ・コスタ (JohnMendes da 
Costa), サ ・ー テオドール・ヤーンセ 1/(Sir Theodore Janssen), サ ・ー リチャード・ホ
ア (SirRichard Hoare), ジェイムズ ・ミルナ (JamesMilner), ニコロ・ サンティーニ
(Nicholo Santini), フランシス・ストラトフォード .(FrancisStratford)といった人物で，
大蔵府関係文書のなかでは「送金人」 (remitters)という名前で呼ばれている。祖父エドワー
16) 
ドは 1705年にフランドルの部隊の費用の立て替えに関して名前が出ているが，戦争の半ばご
ろまでは，上記の送金人のリストに加わっていない。
こうした戦費送金の規模や利益については， iまっきりしたことがいえないが，一つの手がか
17) 
りとなるのは，送金人ファーネスが残した計算書の存在である。サー・ヘンリ・ファーネス
はイングランド銀行の設立時の役員として知られているが，ここに述べる送金業務はイン
グランド銀行の仕事としてではなく，彼個人の業務である。表2と図2にしたがって，ファ ー
ネスの場合の戦費送金の規模と利益について確認しておこう。
表2 送金人ファーネスのフランドル， ドイツヘの送金収支 (1705年5月25日ー 1710年8月11日）
a. 収入 I フラソドル貨 英 貨
g. s. P.: I. s. d. 
・受 取 金（国外の軍ズ隊よ担り）当主計長ジェイムズ ・プ 44.601,876 16 0 i 4,230,925 5 8 
リッジ
• 特別付加金（ジョ ージ1世治世3年4月20日の王璽
によって）
i送金利益（手形の評価と為替レイトの差額） 4,040 5 4 
I ： 
i特別付加金（プリッジズによる17訟年の勘定書に 871 17 1 
おいて与えられた） ： 
（委託金と受取金の）合計 以，235,837 8 1 
. b. 支出 I 支出額 (t) I 送金手当 (a) I 手当の構成比 (100a/ t) 
1. s. d_. I. s. d. 
170坪 465,606 11 ， 2,546 15 10 0. 55('¼) 
17碑 896,569 12 3 5,023 4 6 0.56 
1707年 800, 057 14 11 4,786 13 7 0.60 
1708年 882バ179 7 4 5,294 17 7 0.60 
17碑
I 
429,795 ， 4 2,587 6 ゜ 0.60 171眸 761,220 15 8 4,548 ゜゜ 0.60 合計 I 4,235,629 11 3 I 24,786 ll 6 I 0.59 
まず表2は戦争の初期からフランドl炉への送金業務を主として担っていたファーネスの
1705年5月25日から1710年8月11日までの送金の収支計算書である。表2のa.収入の項目の
受取金の金額を見ると， ファーネスは，当時，モールバラのひきで， 「国外の軍隊担当の主計
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図2 ファーネスによるフランド送金の概要
妬
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18) 
長」 (Paymaster General of the Forces Abroad)をつとめていたジェイムズ・プリッジズか
ら， 5年あまりの間に， 423万1000ポンドを受け取っている。そしてb-支出の項目は年ごと
に整理されているが，その項目の各欄を見ると，それぞれ年に45万から89万ポンドの送金にた
いして， ファーネスはおおよそ0.6パーセントの手当を手にしていて，足かけ6年間の送金手
当が，合計で2万5000ボンド近くにのぽっていたことがわかる。
図2では，ファーネスのフランドル送金を，左側の．下から上にあがる accountsつまり勘定
書の流れと，右側の上から下へおりていく， moneyつまりお金の流れとに分けて，概要を示
した。フランドルのイギリス軍は， 4万人の食糧，衣服飼い葉など，軍隊の維持に必須の物
資に関しては，サー・ソロモン・デ・メディーナ (SirSolomon de Medina)やヤコプ・マシ
ャド (JacobMachado)など， もっぽら現地のオランダ人の請負契約業者 (contractors)に，
19) 
その供給を頼っていた。現地の軍隊の主計官ベンジャミン・スウィートの手からジェイムズ・
プリッジズの下に集められた勘定書は大蔵府に示され， それにしたがって国庫からジェイム
ズ・プリッジズに，さらに送金人ファーネスにお金が渡っていた。．ファーネスは，図のなかで
主として小文字の aで示されるロンドン商人のルートと， bで表されている彼の現地代理人の
二つのルートを使って，為替送金をおこなっていたと思われる。こうして送金されたお金が最
終的に軍の請負契約業者に代金として支払われた。
さて， この計算書を残した送金人ファーネスは 1710年の 8月11日をもって，理由は不明な
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がら，突然この仕事から手をひいた。そして，ファーネスの退場にあわせるように送金業務に
登場し，フランドルヘの送金の大部分を担うのが，ジョン・ランバー ト， リチャード・ホア，
テオドール・ヤーンセンそして祖父エドワード・ギポンなのである。
そのもっとも早い例が1710年8月25日の35万ボンドの送金で， ランバート，＊ア，そして祖
父ニドワード・ギボンは，正貨 1ボンドあたり10ギルダ6スク イヴァの交換レイトのアムステ
20) 
ルダムあて外国為替手形を提供した。国庫に余裕がある場合，為替手形の発行と同時に，送金
人に手数料を上乗せしたお金が渡されるはずだが， この時は，立替送金の形式をとっていたた
め， 4ヶ月後の立替金の返却の日まで年利6バーセントの利子が約束され， ロウソク税と抵当
収入を引き当てとして，総額42万ポンドの割符 (tallies)に担保が設定されている。そして，
祖父＝ドワードを含む3人の送金人は，正規の送金手当に立替金の返済時までの経過利子を加
えて， 4カ月後にあわせて8500ポンド以上を手にした。
同月29日に祖父＝ドワードは， ランバートおよびフランシス・ストラトフォードと組んで，
ハンプルグに保管されていた王室の錫を担保に，年利6パーセント， 1712年の12月末返済とい
21) 
う条件で，政府に4万ポンドを融通している。これも送金業務の一環であると考えるべきであ
ろう。その後も， 祖父＝ドワードと送金人たちは， 同年9月にアントウェルペンに 4万ボン
ド，翌年1月には，アムステルダムに19万5000ポンド，アントウェルペンに1万5000ボンド，
2月にはアムステルダムを中心に25万ボンドという具合に，外国為替手形による戦費送金を頻
繁におこなっている。彼らの送金先は，アムステルダムとアントウェルペンを中心に，ハンプ
ルク， トリノ，ジェノバ，バル七ロナ， リスポンの各地に及んでいた。
こうした送金を示す資料の一例として， 1710/11年3月12日の10万ポンドの送金提案を次に
22) 
あげておく。
ホワイトホールの大蔵府， 1710年3月12日午前
出席者
ブーレット伯
ペイジェット氏 トマス・マンセル卿
ペンソン氏
大蔵卿たちはプリッジズ氏にたいして，次の木曜日にミード氏，スウィート氏，モリス
氏から受け取った最近の計算書を持参するよう〔命じた〕。
プリッジズ氏と送金人たちが呼び入れられた。大蔵卿たちは，富鍋年金公債によって国庫
に入る最初の入金のなかから， 16万ボンドをプリッジズ氏に渡すよう命じた。 この金額
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は， かつて送金人たちがフランドルの部隊の軍務のために振り出した為替手形の［決済
の〕ために充当され支払われるぺく意図される。そして大蔵卿たちは同部隊の軍務のた
めに， さらに10万ポンドを越える送金をおこなうという彼らの下記の提案について検討
し， この提案に喜んで同意した。また， 10万ポンドの支払いは，同提案にある方法でおこ
なわれること。
「大蔵卿各位。私どもは恐れ多くもあなたさまに，アムステルダムとアントウェルペンを
宛て先とする10万ボンドの為替手形を，御用立てすることを提案させていただきます。そ
のうち 4万ボンドは明日に， 6万ポンドは金曜日に御用意し，アムステルダム宛て手形は
2カ月半で支払い可能となり，アントウェルペン宛てはサイト手形といたします。お支払
いについては， 4万ボンドを現在募集中の富銀年金公債の払込金から， 4万ポンドを第2
次募集の払込金から， 2万ポンドを第3次募集の払込金からいただくこととし，正貨1ボ
ンド当たり10ギルダ9スクイヴァの交換比率をお認めください。
私どもはあなたさまのもっとも従順にして正直なる下僕。
1710年3月12日 「署名」 ジョン・ランバート
テオドール・ヤーンセン
リチャード・ホア
エドワード・ギボン 」
彼らは， 送金によって次のような利益を手にした。 1710年9月25日の記事によれば， まず
100ボンドあたり 6、ン））ング8ペンスの手数料 (commission)で， これをパーセント表示にす
ると， 0.33…パーセントになり，それに1000分の 1の仲介料 (brokage) をあわせた0.43バー
23) 
七ント強が，送金手当として彼らのものになった。さらに確証はないが，おそらくは為替レイ
トを彼らに有利なように決めることによって，送金手当を大幅に上回る利益を獲得したと考え
られる。さらにさきほどの事例にあったように，すぐに現金を用意することができない政府財
政の窮状を見越して当面お金を立替え，一定期間たったあと支払いを受けることによって，そ
以）
の間，年利6パーセントの利子を手にした。
しかし，以上はあくまでも正式のもうけであって，彼らの利益は別のよりやましい操作か
らも生まれたと考えられる。陸軍，海軍軍需局などが，発行した手形や債券は彼らの送金
によって現金支払いが可能になるので，彼らは割引市場において減価した債券類を買い叩いた
あと，購入した債券を送金によって決済することができた。御用商人の納品額には常に水増し
の誘惑があったし，支払官のほうにはサミュエル・ピープスの例をあげるまでもなく，賄賂ヘ
岱資料l-a 送金人たちの提案について (1710/11年3月12日午前の省議）
Whitehall Treasury Chambers 12th March 1710 fforenoon 
Present 
Earl Poulett 
Mr Pagett Sr Tho: Mansell 
Mr Benson 
Tre-to M; Brydges to bring on Thursday next 
the Last accot• he has had from Mr Mead Mr 
Sweet &籾 Morrice.
M: Brydges & y• Remitters called in. My Lords 
direct 1600001! to be iSsued to Mr Brydges out of the 
first money that shall be brought into the・Exchequer 
for the Lottery, w吐 Sumis intended to be applyd & 
paid over to the Remitters for what is due to them for 
Bills sometime Since given for the Service of the 
Troops in 缶andr• And my Lords having considerd 
of the_ Under written Proposal made by them for 
Remitting 1000001! more for the Service of the said 
Troops are pleased to agree thereunto, and that they 
shall be paid for the Same in the manner conteynd in 
the said proposal Viz! 
" May it please Your Lordships. We humbly propose 
"to furnish Your LordP・withBills for Amsterdam & Antwerp 
"for One hundred Thousand pounds viz! 400001! to Morrow 
"and Sixty Thousand pounds on ffryday, the Bills for 
;,Amsterdam payable at 21. months and those for Antwerp 
2 
"at Sight; And to take in payment for the Same 4000011 
"to be Subscribed now into the Lottery and 40000 
"out of the Second payment and 20000 
"out of the Third payment and to Allow Ten Gilders 
"nine Stivers Current money p pound sterling We are 
12th March 
1710 
〔出典〕P.R. 0 . T29/18, p. 74. 
My Lords 
Your LordP・mostObedt h Servts 
Signd John Lambert 
Theod: J anSsen 
Richd Hoar 
E Gibbons. 
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の期待があって，両者の癒着は平時においても戦時においても，やむことはなかった。祖父エ
ドワードがそうであったように，送金人のなかには実際に軍に軍需物資を供給していた者がい
た。彼らにとって送金業務は同時に自らに対する支払いを意味していた。あとは，当座，立
て替えたお金を一定期間ののちに国家が元本と利息をあわせて支払ってくれればよかったの
である。
送金人は，立て替えたお金が確実に返済されるように，担保を取ったり引き当てを指定した
りした。見込み税収を引き当てとする割符， 富級年金公債の払込金，ハソプルクにある王室の
錫などがそうした目的のために選択され， 1712年の 1月には， 18万ポンドの南海会社株式が，
25) 
担保として彼らの手に渡っていた。積極的な証拠はないけれども，祖父エドワードがこの株式
を梃子にやがて南海会社の役員に就いたと考えておいても，そうまちがった想定にはならない
であろう。
彼らの立替金が，簡単に返済されたわけではない。ハンプルクの錫は，結局担保の回収を
もくろむギポンたちの1714年と1717年の提案によって，2回にわたって現地で売却されてしま
26) 
った。金属器や鋳貨材料としての錫の確保を必要とした政府や造幣局が，あわてて調査に乗り
出したときには，祖父ニドワードのもとに少しの錫も残されてはいなかった。また1711年6月
の富級年金公債に際しての， 祖父ニドワードによる20万ポンドの引き受けの意味するところ
は， 結局 送金の立替金を200万ポンド富鏑年金公債で返してもらったものと推定される。と
ころがまことに不思議なことに，この1711年の富鏑はなぜかすべて当たり級であったといわれ
27) 
ている。
4 おわりに
これまで見てきたように，祖父ニドワ ドー・ ギボ‘ノは，曽祖父マシュ とー軍需局とのつなが
りを引き継いで，スペイン継承戦争において，はじめは軍需物資を納入する御用商人として活
動しながら， やがては何人かの商人とともに戦費送金の業務に従事するよう になった。そ し
て， 業務に伴う正規の送金手当を手にするだけではなく， 都合のよい為替レイトを設定して
利益をあげ，国庫の窮乏につけこんで送金の立替や貸し上げをおこなうことによって，政府に
対する債権者となり， さらなる儲けのチャンスをつかみ，財産と社会的地位を獲得したのであ
る。 このように見てい くならば，われわれが「御用商人」 と呼ぶぺきはむしろ曽祖父マシ ニー
の方であって，祖父ニドワードこそは政府と深く結びついた政商だったのである。
手広い商業活動を繰り広げた祖父エドワード・ギポンの生涯において，スペイン継承戦争に
伴う戦費送金の業務は，祖父の財産形成と社会的な地位上昇のきっかけであると同時によく弾
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む最高の跳躍板であった。戦費送金業務に伴う政府要人との関係については，十分な確証がな
いこともあって，本稲で十分に触れることができなかったが， こうして形成された資産と人脈
がジェントルマン歴史家たるギポンの誕生を可能にしたばかりか，商業の役割にたいして高い
評価を下し， ヨーロッパ近代文明社会の将来にたいして楽観的な歴史家ギポンの思想形成に，
少なからぬ影響を及ぽすことになるのである。
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The Grandfather Edward Gibbon and 
His Remitting Activities 
Keiji SHIBAI 
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The Grandfather Edward Gibbon (1675-1737), whose grandson was a famous historian 
Edward Gibbon, the author of The History of the Decline and Fall of the Roman 
Empire, has been known as one of the infamous directors of the South-Sea Company 
when the South-Sea Bubble bursted in 1720. After the Bubble, the Grandfather was 
punished and fined nearly£100, 000 by the act of the Parliament, and retired to Lime 
Grove, his residence at Putney. 
As to his life and activities, we have been told by the Historian Edward Gibbon 
through the passages of Autobiography edited and published by Lord Sheffield after the 
Historian's death. But now, we know more about them through the biographical studies 
of the Historian Edward Gibbon, based on the other sources. Especially D. M. Low and 
Patricia B. Craddock gave the precise facts and informations, through which they called 
the Grandfather for'a successful army contractor.' 
At first in this paper I make clear the life and activities of the Grandfather Edward 
Gibbon by the further informations given by the articles and passages of Calendar 
of State Papers, Tresury Books and other source-materials including British Library 
Additional Manuscripts. 
By June of 1692, the Grandfather was under the service of British Artillery Train 
in Flanders as a post of Paymaster of the Train. After staying for some years in the 
Continent, he came home and came to be one of the dominant army contractors and one 
of the great creditors: furnishing clothings and other goods, his proposal of furnishing 
gunpowder to the Office of Ordnance, one of the trustees of the old East-India Company. 
Furthermore, from 1710 he ventured to remit money: to send money with exchange 
bills to British Forces abroad on the behalf of the Government. During the King William 
War and for the early years of the Spanish Succession War, the remitting manipulations 
were conducted by the hand of Sir Henry Furnese, and after 1710 they were handed 
over to several remitters among whom there were John Lambert, Theodore Janssen, 
and Richard Hoare as well as the Gradfather Edward Gibbon. 
Remitting activities were profitable, made the Grandfather rich, and promised him 
a certain of office through the connections with high government officials and political 
leaders including Walpole. As well as the Historian Edward Gibbon, I'm sure, his idea 
of trade and commerce in his History was influenced by the rise and fal of the 
Grandfather's trade. 
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